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猿沢地区振興会だより 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
の 

指
定
管
理
申
請
書
提
出
を
決
定 

  １０
月
２９
日
（
月
）
、
第
３
回
の
理
事
会
を
行

い
、
市
か
ら
求
め
ら
れ
た
指
定
管
理
申
請
書
に

つ
い
て
、
市
よ
り
提
示
さ
れ
た
「
猿
沢
市
民
セ
ン

タ
ー
等
指
定
管
理
業
務
仕
様
書
」
を
基
に
作
成

し
た
申
請
書
案
に
よ
り
、
管
理
運
営
の
基
本
的

考
え
方
、
施
設
、
設
備
等
の
維
持
管
理
、
自
主
事

業
、
人
員
体
制
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
細
部
は
引
き
続
き
協
議
し
な
が
ら
詰
め
て

い
く
こ
と
と
し
原
案
の
通
り
申
請
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
大
東
地
域
内
の
協
働
体
や
自
治
協
の

会
長
な
ど
で
組
織
す
る
「
大
東
地
域
出
張
所
に

か
か
る
懇
談
会
」
で
、
出
張
所
の
在
り
方
な
ど

を
協
議
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
９
月
２７
日
に
行

わ
れ
た
懇
談
会
で
、
市
か
ら
「
市
民
セ
ン
タ
ー
と

出
張
所
は
別
の
施
設
で
あ
り
、
市
民
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
と
出
張
所
の
業
務
委
託
は
別
で

あ
る
。
出
張
所
の
今
後
に
つ
い
て
は
白
紙
の
状

態
で
、
情
報
提
供
を
し
な
が
ら
話
を
進
め
て
い

く
。
」
と
い
う
考
え
方
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
し
、
当
振
興
会
と
し
て
は
、
引
き
続
き
情
報

収
集
に
努
め
な
が
ら
、
今
後
新
た
な
動
き
が
出

た
時
点
で
、
対
応
を
協
議
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。 

 

 

 

 

猿
沢
地
区
新
年
交
賀
会 

 

一
月
五
日
（
土
）
に
開
催 

 

振
興
会
主
催
の
猿
沢
地
区
新
年
交
賀
会
の

運
営
委
員
会
を
１１
月
７
日
（
水
）
に
開
催
し
、

開
催
日
程
や
会
券
の
売
り
さ
ば
き
方
法
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

話
し
合
い
で
、
会
費
は
据
え
置
き
と
し
、
交
賀

会
で
好
評
の
、
旧
猿
沢
中
学
校
校
歌
斉
唱
や
、

昨
年
新
た
に
企
画
し
た
、
４２
歳
祝
年
者
を
交

賀
会
に
招
待
す
る
こ
と
を
継
続
す
る
こ
と
で
決

定
し
ま
し
た
。 

 

地
区
民
が
一
堂
に
会
す
る
こ
の
交
賀
会
で
、

新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
、

人
生
の
先
輩
、
後
輩
と
猿
沢
の
良
さ
を
振
り
返

り
、
夢
や
未
来
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
を

語
り
合
う
場
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
と
思

い
ま
す
。 

 

新
年
交
賀
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。 

 

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 猿沢地区新年交賀会 

開催日時 平成 31年１月 5日（土） 

        正午から 

開催会場 猿沢伝承交流館 

会   券   １,５００円 

 ※参加を希望される方は、行政区

長さん、又は猿沢地区振興会（猿沢

市民センター内）から１２月２０日（木）

までに会券をお買い求めください。 

 

平成30年10月31日現在
　（前月比）

人口 11万7,661人 -153

男 ５万7,037人 -89

女 6万0,624人 -64

世帯数 4万6,311世帯 -24

人口 1万3,527人 -24

男 6,610人 -18

女 6,923人 -6

世帯数 5,052世帯 -3

人口 1,703人 1

男 838人 1

女 865人 0

世帯数 590世帯 1

人口と世帯数

一
関
全
体

大
東
地
域

猿
沢
地
区

光
る
汗 

爽
や
か
に 

 

１０
月
１３
日
（
土
） 

第
２
回
目
と
な
る 

「
つ
ど
い
の
日
」 

を
開
催
し
ま
し
た
。 

爽
や
か
な
秋
晴
れ 

に
恵
ま
れ
た
こ
の 

日
、
猿
沢
グ
ラ
ウ 

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会 

と
つ
く
し
の
会
の 

方
々
に
ご
協
力
を 

い
た
だ
き
、
小
学 

生
か
ら
年
配
者
の 

地
区
民
３７
名
が
参
加
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
と
昼
食
会
で
交
流
を
し
ま
し
た
。 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
は
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
や
、
珍
プ
レ
ー
好
プ
レ
ー
に
、
会
場
は
笑

い
声
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
の
昼
食
会
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
委

員
さ
ん
が
作
っ
た
か
ま
ど
で
、
つ
く
し
の
会

さ
ん
が
す
い
と
ん
と
お
に
ぎ
り
を
作
り
、
差

し
入
れ
で
柿
や
さ
つ
ま
い
も
を
頂
き
、
秋
の

味
覚
も
満
喫
し
ま
し
た
。 
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 爽やかな秋晴れに恵まれた 10 月 21 日（日）、振興会主催の猿沢秋

祭りは、多くの地区民の皆様のご協力をいただき開催しました。 

 オープニングでは、ご来賓の八重樫大東支所長と、振興会から菊地会

長、佐山副会長の３人により約 500 個の餅が、会場いっぱいにまかれ

ました。その後、峠山伏神楽の打ち鳴らしをかわきりに、色鮮やかに染

まった紅葉で飾ったステージで 11演目を発表しました。 

 また自治会や有志による出店も、多くのお客様で賑わい、お祭りを盛

り上げていただきました。 

 午後の部は、神輿渡御、お供行列が猿沢の街中を練り歩き、猿沢神社

のお神輿様が街にお降りになるのを賑やかにお迎えしました。 

  

 神輿渡御では、お供行

列団体が、笛や太鼓で賑

やかに、また、ワッショ

イと力強く神輿を担ぐ

姿が、街中に賑わいをも

たらしました。 

猿沢が一つになった猿沢秋祭り。皆様大変お疲れ様でした☆ 

 

 

猿
沢
神
社
さ
ん
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
い

た
だ
い
た
神
輿
を
、
子
ど
も
達
が
一
生
懸
命

か
つ
ぎ
ま
し
た
！ 

撮影協力：菅原隆文さん（秋祭り運営委員） 


